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延
久
四
（
一
〇
七
二
）
年
十
二
月
に
践
甘
し
た
白
河
天
皇
は
、
四
年
後
の
承
保
三
年
十
月
二
十
四
日
に
大
井
河
行
幸
を
行
う
。
天
皇

は
、
ま
だ
二
十
四
歳
の
若
者
で
あ
り
、
摂
関
勢
力
に
対
抗
し
て
親
政
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
幸
は

自
ら
発
意
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
規
模
は
諸
資
料
に
よ
れ
ば
か
な
り
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
強
大
な
皇
権
を
内
外
に
示
そ
う
と
す

る
意
図
を
看
取
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
間
も
な
く
院
政
が
本
格
化
し
よ
う
と
す
る
、
平
安
時
代
後
期
政
治
史
に
お
け
る
意
義
を
認
め
う
る
と

と
も
に
、
和
歌
史
上
に
お
い
て
も
、
こ
の
大
井
河
行
幸
は
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
見
ら
れ
る
。
大
井
河
行
幸
の
前
年
つ
ま
り
承
保
二

年
、
天
皇
は
近
臣
で
あ
る
蔵
人
藤
原
通
俊
に
勅
撰
集
撰
進
を
下
命
し
て
い
る
（
『
後
拾
遺
集
』
仮
名
序
・
「
後
拾
遺
和
歌
抄
目
録
序
」
）
。
三

番
目
の
勅
撰
和
歌
集
『
拾
遺
集
』
撰
進
か
ら
お
よ
そ
七
十
年
を
経
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
は
、
こ
れ
ま
で
摂
関
家
が
主
導
し
て
行
わ

れ
て
き
た
和
歌
を
中
心
と
す
る
文
事
を
、
天
皇
及
び
そ
の
周
辺
に
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
治
世
初
期
に
天
皇
を
中
心
と

し
た
文
事
の
隆
昌
を
図
ろ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。
す
で
に
撰
集
を
近
臣
に
命
じ
て
い
た
承
保
三
年
十
月
、
大
井
河
行
幸
に
お
い
て
催

す
歌
会
は
、
勅
撰
集
を
意
識
し
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
活
発
と
な
る
白
河
天
皇
の
和
歌
活
動
の
初
期
に
位
置
す
る
と
と
も
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に
、
院
政
期
和
歌
の
始
発
を
告
げ
る
催
し
で
も
あ
る
。

　
こ
の
大
井
河
行
幸
の
模
様
は
、
種
々
の
資
料
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
扶
桑
略
記
』
『
帝
王
編
年
記
』
な
ど
の
史
書
は
も
と
よ
り
、
『
三

無
首
吊
抄
』
『
柱
史
抄
』
な
ど
の
故
実
書
、
『
中
外
抄
』
『
十
訓
抄
』
な
ど
の
説
話
集
、
歴
史
物
語
『
今
鏡
』
に
も
、
編
者
・
著
者
の
目
的

・
関
心
に
応
じ
て
そ
の
一
こ
ま
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勅
撰
和
歌
集
『
後
拾
遺
集
』
が
そ
の
折
り
の
和
歌
を
収
載
し
て
い
る
の
は
、

生
の
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
ゆ
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
詳
細
に
行
幸
の
あ
り
さ
ま
を
述
べ
、
雰
囲
気
を
も
伝
え
る
の
は
、
歌
会
を
催
し

た
時
に
源
師
房
が
書
い
た
和
歌
序
（
『
本
朝
続
文
身
』
巻
十
所
載
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
幸
に
随
従
し
た
一
官
人
が
、
実
施
に
到
る
経

緯
も
含
め
て
、
自
ら
の
見
聞
を
も
と
に
し
て
草
し
た
一
文
で
あ
る
。
序
の
常
で
あ
る
文
飾
を
多
分
に
含
む
と
は
言
え
、
当
事
者
の
記
録
と

し
て
尊
重
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
橋
本
不
美
男
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
や
上
野
理
『
後
拾
遺
集
前
後
』
な
ど
、
こ
の
行
幸
及
び

歌
会
の
意
義
を
問
う
研
究
で
は
、
必
ず
こ
の
和
歌
序
を
取
り
上
げ
、
重
視
し
て
扱
っ
て
い
る
。
和
歌
序
の
重
要
性
を
認
識
す
れ
ば
こ
そ
で

あ
ろ
う
。
た
だ
、
目
下
序
の
注
解
と
い
う
面
で
は
、
考
究
が
十
分
で
は
な
い
憾
み
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
用
例
を
踏
ま
え
て
食
む

こ
と
に
主
眼
を
置
き
な
が
ら
読
解
を
試
み
、
そ
の
過
程
で
見
出
し
た
問
題
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　
序
の
本
文
は
、
内
閣
文
庫
本
（
内
閣
文
庫
発
行
の
複
製
本
）
を
用
い
、
土
左
文
庫
本
（
蓬
）
・
明
治
二
十
九
年
発
行
の
版
本
（
版
）
に

よ
っ
て
適
宜
校
訂
を
行
っ
た
。
ま
ず
全
文
を
掲
出
す
る
。
そ
れ
に
句
読
点
を
付
し
、
対
偶
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
該
当
部
分
を
二
行
書

き
に
し
て
、
そ
の
頭
に
括
弧
を
つ
け
た
。
ま
た
便
宜
上
、
ω
か
ら
ω
の
段
落
に
分
け
て
い
る
。
本
文
中
の
＊
印
は
校
訂
し
た
箇
所
を
示
し

て
い
る
。
各
語
注
に
お
い
て
そ
の
理
由
を
述
べ
た
。
段
落
ご
と
に
、
ま
ず
訓
み
を
示
し
、
次
に
墨
田
を
行
っ
て
用
例
を
挙
げ
（
○
印
以
下

に
引
く
）
、
そ
の
上
で
現
代
語
訳
を
記
す
。
最
後
に
、
本
稿
末
尾
に
「
付
説
」
を
設
け
、
問
題
点
等
を
指
摘
し
て
意
見
を
述
べ
た
。
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（i）

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
い
ち
み
ぎ
や
う
う
だ
い
じ
ん
け
ん
さ
こ
ん
ゑ
た
い
し
ゃ
う
く
わ
う
た
い
て
い
の
ふ
み
な
も
と
の
あ
そ
ん
も
ろ
ふ
さ
た
て
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
一
位
行
右
大
臣
兼
左
近
青
大
将
皇
太
弟
傅
源
朝
臣
師
房
州
る

き
・
・
や
う
し
や
・
　
げ
・
・
ん
は
・
・
き
・
　
・
う
・
ん
か
・
し
乏
・
　
－
ん
そ
う
・
蔓
い
・
・
　
　
せ
・
・
や
う
・
・
せ
・
せ
・
さ
－
　
　
あ
　
　
　
か
き
・
う
　
酌

金
商
謝
を
告
げ
、
玄
陰
肇
て
来
る
。
風
雲
に
寒
色
凝
り
、
林
野
に
秋
栄
留
ま
る
。
聖
上
忍
男
の
薫
索
な
る
に
当
た
り
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
境

　
い
う
し
ん
　
　
　
　
　
　
　
と

の
幽
深
な
る
を
訪
ふ
。

　
歌
会
記
録
の
三
筆
と
聖
者
の
位
階
・
官
職
・
姓
名
、
そ
し
て
序
の
冒
頭
に
、
冬
が
到
来
し
て
天
皇
の
行
幸
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

「
初
冬
」
は
、
冬
の
初
め
、
十
月
。

　
　
　
む
　
　
　
　

　
○
「
初
冬
従
レ
幸
．
．
漢
故
青
門
コ
応
レ
制
」
（
初
唐
沈
倥
期
、
詩
題
）

　
　
　
む
　
　
　
ロ

　
○
「
初
冬
迂
二
大
井
河
ハ
詠
二
紅
葉
薦
花
．
和
歌
序
」
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
、
源
道
済
、
歌
題
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

「
雇
従
」
は
、
天
子
の
お
出
か
け
に
付
き
従
う
。
『
文
選
』
（
巻
八
）
司
馬
長
卿
「
上
林
賦
」
の
「
庵
従
横
行
、
出
二
面
四
校
之
中
・
」
（
李
善

書
「
瞥
長
日
、
雇
大
里
。
張
揖
日
、
践
麿
縦
横
、
不
レ
案
二
歯
黒
一
也
」
。
五
臣
注
「
謂
大
衆
従
レ
君
也
」
）
は
、
天
子
の
お
出
か
け
に
随
行
す

る
人
。
天
子
に
随
行
す
る
意
の
例
に
は
次
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
「
属
三
従
幸
．
．
章
嗣
立
山
荘
っ
応
レ
制
」
（
盛
唐
張
説
、
詩
題
）

　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
○
「
屋
二
従
梵
釈
寺
っ
応
レ
製
」
（
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
中
、
大
伴
親
王
〈
淳
和
天
皇
〉
、
詩
題
）

「
行
幸
」
は
、
天
子
が
宮
城
の
外
へ
出
か
け
る
こ
と
。

　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
○
上
行
幸
河
東
、
祠
・
・
后
‡
（
『
文
選
』
巻
四
十
五
、
漢
欝
欝
「
秋
風
辞
」
序
）

　
　
　
む
　
　
　
　

　
○
「
行
幸
後
朝
、
憶
雲
林
院
勝
趣
、
重
器
・
二
部
紀
侍
郎
一
」
（
『
菅
家
文
草
』
巻
六
、
詩
題
）

「
遊
覧
」
は
、
外
出
し
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
見
物
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
渉
・
青
林
・
以
游
覧
分
、
楽
二
羽
族
之
群
飛
　
（
『
文
選
』
巻
髪
、
播
安
仁
「
射
輩
出
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
む

　
○
「
暮
春
陪
都
督
大
王
、
遊
．
覧
法
画
院
馬
同
平
庭
花
押
レ
旧
開
っ
応
レ
教
」
（
『
本
朝
麗
麗
』
巻
上
、
源
道
寺
、
詩
題
）
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「
大
井
河
」
は
、
丹
波
山
地
か
ら
亀
岡
を
経
て
、
洛
西
嵐
山
へ
流
れ
出
る
川
。
嵐
山
の
麓
あ
た
り
の
流
域
は
、
歌
枕
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
平
安
時
代
貴
族
ら
が
し
ば
し
ば
こ
の
辺
り
で
遊
ん
で
い
る
。
な
か
で
も
延
喜
七
（
九
〇
七
）
年
九
月
の
宇
多
法
皇
大
井
河
御
幸
は
有

名
で
、
白
河
天
皇
の
行
幸
の
先
躍
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
「
暮
秋
迂
二
大
井
河
、
各
言
レ
所
レ
懐
和
歌
序
」
（
『
江
吏
部
集
』
巻
中
、
歌
題
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
こ

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
「
初
冬
於
二
大
井
河
一
翫
二
紅
葉
・
和
歌
」
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
国
本
、
歌
題
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

「
応
製
」
は
、
み
こ
と
の
り
に
応
え
て
詩
文
・
和
歌
を
作
る
こ
と
。
唐
の
時
代
に
は
「
縦
組
」
を
用
い
る
の
が
普
通
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
ロ

　
○
「
春
日
芙
蓉
園
侍
レ
宴
。
応
レ
制
」
「
幸
二
少
林
寺
っ
応
レ
制
」
（
初
蝉
宋
之
問
、
詩
題
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
○
「
九
月
九
日
、
侍
二
議
神
泉
苑
っ
各
部
．
二
物
凸
墨
壷
蓮
っ
応
レ
製
」
（
『
凌
雲
集
』
、
牛
島
安
世
、
詩
題
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
○
「
暮
春
侍
－
中
殿
内
詠
二
竹
不
ワ
改
レ
色
。
応
レ
製
和
歌
一
首
」
（
『
本
朝
続
墨
壷
』
巻
十
、
源
俊
房
、
歌
題
）

「
蔦
蔓
」
は
、
序
を
加
え
る
意
。
こ
こ
で
は
、
歌
会
の
序
を
付
け
加
え
る
。
「
序
」
は
、
作
品
成
立
の
経
緯
や
意
図
な
ど
を
述
べ
る
文
体
の

名
称
。
こ
の
序
は
、
歌
会
の
序
。
遊
覧
を
行
う
ま
で
の
い
き
さ
つ
か
ら
、
大
井
河
で
の
歌
会
ま
で
の
模
様
を
記
し
て
い
る
。
詩
会
で
の
例

に
は
、
「
晦
日
宴
・
高
野
林
亭
．
井
序
」
（
盗
塁
陳
子
骨
）
・
「
早
春
内
宴
、
侍
・
仁
寿
殿
～
甲
立
．
・
春
娃
無
・
気
力
コ
応
レ
製
一
首
。
井
序
」
（
『
菅

家
文
草
』
巻
二
）
な
ど
が
あ
る
。

　
○
「
梅
花
歌
計
二
首
井
序
」
（
『
万
葉
集
』
巻
五
、
題
詞
）

　
○
「
春
日
住
吉
行
旅
述
レ
懐
。
応
・
太
上
皇
製
・
和
歌
一
首
井
序
」
（
『
扶
桑
古
文
集
』
、
源
経
書
、
歌
題
）

は
、
歌
会
で
の
例
。
こ
こ
ま
で
が
端
作
。
こ
の
白
河
天
皇
の
行
幸
は
承
保
三
（
一
〇
七
六
）
年
十
月
二
十
四
日
に
あ
っ
た
。
『
扶
桑
略
記
』

に
は
、

　
○
関
白
左
大
臣
、
引
率
公
卿
馬
向
夫
井
河
内
二
士
…
・
．
定
行
幸
頓
宮
・
（
十
月
十
二
日
目

　
○
行
．
幸
大
井
河
ゆ
御
鷹
遣
遙
也
。
公
卿
侍
臣
等
、
皆
以
供
奉
。
右
大
臣
源
朝
臣
師
房
、
述
和
歌
序
っ
出
居
式
部
卿
敦
賢
親
王
、
参
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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ノ、

　
　
於
御
船
噛
列
・
．
大
臣
座
之
上
っ
但
馬
十
二
高
房
、
画
意
河
梅
津
騰
馬
作
髭
在
処
・
　
（
十
月
二
十
四
日
）

と
あ
る
。
藤
原
着
実
を
中
心
に
行
幸
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
鷹
狩
り
を
中
心
と
し
た
、
公
卿
侍
臣
が
挙
っ
て
供
奉
す
る
盛
大

な
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。

　
つ
づ
い
て
二
者
の
位
署
・
姓
名
が
記
さ
れ
る
。
序
を
書
い
た
の
は
而
立
房
（
一
〇
〇
八
一
一
〇
七
七
）
。
山
房
が
「
従
一
位
」
に
回
せ

ら
れ
た
の
は
、
延
久
六
年
正
月
廿
八
日
（
『
公
卿
補
任
』
）
。
「
行
」
は
、
位
に
官
が
相
当
せ
ず
、
位
相
当
よ
り
低
い
官
に
就
い
て
い
る
場

合
、
官
位
を
記
す
時
に
位
の
名
と
官
の
名
と
の
間
に
置
く
語
。
北
山
「
藤
原
敦
光
「
白
居
易
祭
文
」
注
釈
」
（
「
神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀

要
」
第
三
十
五
巻
）
参
照
。
「
右
大
臣
」
は
、
左
大
臣
と
と
も
に
太
政
官
の
長
官
で
あ
り
、
行
政
上
の
責
任
者
。
左
大
臣
を
上
位
と
す
る

慣
行
は
あ
る
が
、
職
掌
は
同
じ
。
『
令
義
解
』
（
巻
一
・
職
員
令
）
に
は
、
「
左
大
臣
一
人
〈
掌
、
統
一
工
務
、
挙
」
．
持
綱
目
噛
惣
「
判
庶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　

事
っ
弾
正
糺
不
・
当
者
、
兼
得
・
弾
之
〉
、
右
大
臣
一
人
〈
掌
、
同
・
・
左
大
臣
．
〉
」
と
あ
る
。
補
せ
ら
れ
た
の
は
、
治
暦
五
（
一
〇
六
九
）

年
八
月
置
二
日
（
『
公
卿
補
任
』
）
。
「
兼
」
は
、
兼
官
（
前
記
北
山
拙
稿
参
照
）
。
「
左
近
衛
大
将
」
は
、
左
近
衛
府
の
長
官
。
近
衛
府
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

天
皇
身
辺
の
警
護
に
当
た
る
令
外
の
官
。
『
半
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
（
七
六
五
）
年
正
月
三
日
の
条
に
、
「
改
授
刀
衛
～
為
・
近
衛

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

府
っ
其
官
員
、
大
将
一
人
、
為
・
・
正
三
位
官
…
：
：
」
と
あ
る
。
「
皇
舎
弟
傅
」
の
「
皇
孝
弟
」
は
、
皇
太
子
で
天
皇
の
弟
で
あ
る
人
。
こ

の
「
皇
太
子
」
は
、
白
河
天
皇
の
異
母
弟
で
あ
る
実
仁
親
王
（
一
〇
七
〇
1
一
〇
八
五
）
。
『
日
本
書
紀
』
（
天
武
天
皇
元
全
ハ
七
二
〉
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

五
月
）
に
、
「
亦
草
露
道
守
レ
橋
者
へ
遮
ド
皇
大
弟
宮
舎
人
、
車
糖
糧
・
事
」
、
「
凌
雲
集
』
の
嵯
峨
天
皇
詩
題
に
「
夏
日
皇
太
下
層
池
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
あ
る
。
「
傅
」
は
、
東
宮
の
職
員
で
皇
太
子
を
輔
導
す
る
官
。
『
令
義
解
』
（
巻
一
・
東
宮
職
員
令
）
に
、
「
傅
一
人
〈
掌
、
以
・
道
徳
輔
・

導
東
宮
・
〉
」
と
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
（
宝
亀
十
〈
七
七
九
〉
年
十
二
月
）
に
、
「
（
藤
原
）
縄
麻
呂
…
…
宝
亀
初
、
拝
中
納
言
内
尋
兼
・

む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

皇
太
子
傅
・
勅
旨
卿
・
」
、
『
日
本
後
置
』
（
大
同
元
〈
八
〇
六
〉
年
閏
六
月
）
に
、
「
今
山
陽
道
観
察
使
参
議
正
四
位
固
守
皇
太
弟
重
藤
原

園
人
言
」
と
あ
る
。
師
房
が
「
左
近
衛
大
将
」
「
皇
太
弟
傅
」
に
補
せ
ら
れ
た
の
は
、
と
も
に
承
保
二
年
十
二
月
十
五
日
（
『
公
卿
補

任
』
）
。
「
源
朝
臣
師
房
」
は
、
村
上
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
具
平
親
王
の
男
。
村
上
源
氏
の
祖
。
藤
原
頼
通
の
猶
子
と
な
り
、
ま
た
藤
原
道
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長
の
女
尊
子
の
婿
と
も
な
っ
て
お
り
、
摂
関
家
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
。
当
時
を
代
表
す
る
政
治
家
で
あ
っ
た
。
詩
歌
の
道
に
長
じ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む

り
、
の
ち
に
大
江
匡
房
は
、
「
源
大
相
国
、
風
月
之
主
、
社
稜
幕
臣
也
」
（
『
本
朝
続
文
鳥
』
巻
十
一
、
「
暮
年
詩
書
」
。
『
朝
野
群
載
』
四

三
）
と
讃
え
て
い
る
。
極
官
は
こ
の
和
歌
序
の
位
署
の
通
り
。
大
井
河
行
幸
の
翌
年
二
月
十
七
日
に
麗
じ
て
い
る
。
そ
の
生
涯
に
つ
い
て

は
、
片
山
剛
「
彫
師
房
序
説
－
後
期
摂
関
時
代
の
変
奏
1
」
（
古
代
学
協
会
編
『
後
期
摂
関
時
代
史
の
研
究
』
所
収
）
が
詳
し
く
述
べ
て

い
る
。
姓
名
の
後
に
小
字
で
記
し
た
「
上
」
は
、
白
河
天
皇
に
奉
献
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
従
五
位
上
左
馬
頭
兼
内
蔵
頭
美
濃
守
臣
小
野
朝
臣
雰
守
上
（
『
凌
雲
集
』
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
従
五
位
下
守
大
舎
人
頭
兼
信
濃
守
臣
仲
雄
王
上
（
『
文
華
秀
麗
集
』
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
東
宮
学
士
従
五
位
下
臣
滋
野
朝
臣
貞
主
上
（
『
経
国
集
』
序
）

と
、
勅
撰
漢
詩
集
は
い
ず
れ
も
序
の
作
者
の
姓
名
に
続
け
て
い
る
。
歌
会
の
序
の
場
合
は
こ
の
体
裁
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
参
議
正
三
直
行
右
大
弁
兼
侍
従
美
作
権
守
藤
原
朝
臣
行
成
上
（
『
本
朝
小
序
集
』
「
冬
日
侍
．
震
蔭
言
レ
志
和
歌
」
序
）

　
○
参
議
二
二
位
大
蔵
卿
兼
左
大
弁
中
宮
権
大
夫
播
磨
権
守
源
朝
臣
経
潮
上
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
「
春
日
住
吉
行
旅
述
レ
懐
。
応
・
太

　
　
上
天
皇
・
和
歌
」
序
）

　
○
内
大
臣
正
二
位
兼
行
右
近
衛
大
将
臣
源
朝
臣
有
吉
上
（
『
扶
桑
古
文
集
』
「
春
日
侍
卜
太
上
皇
幸
・
白
河
院
翫
雪
花
。
応
レ
製
和
歌
」
序
）

　
次
に
序
の
本
文
ω
。
「
金
商
」
の
「
金
」
は
、
五
行
の
一
つ
。
四
季
で
は
秋
に
当
て
る
。
「
商
」
は
、
五
音
の
一
つ
。
五
行
で
は
秋
に
当

て
る
。
し
た
が
っ
て
「
金
商
」
は
秋
の
意
。

　
　
む
　
　
　
む

　
○
金
商
七
月
之
候
、
銀
漢
二
星
之
期
（
『
本
朝
麗
藻
』
巻
上
、
大
江
千
言
「
七
夕
於
秘
書
閣
噛
同
書
・
織
女
雲
為
レ
衣
。
応
レ
製
」
序
。

　
　
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
）

　
○
函
夏
丈
安
之
時
、
金
商
清
涼
之
候
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
明
衡
「
秋
夜
詠
．
月
照
レ
松
和
歌
」
序
）

「
告
レ
謝
」
は
、
去
る
、
別
れ
を
告
げ
る
。
秋
が
去
り
行
く
。
対
を
な
す
「
肇
」
と
と
も
に
、
次
に
引
く
「
射
維
賦
」
に
基
づ
く
。

ヒ
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八

　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
○
青
陽
告
レ
謝
、
朱
明
手
話
（
『
文
選
』
巻
九
、
播
安
仁
「
射
雑
賦
」
。
李
善
注
「
楚
辞
日
、
青
春
受
レ
謝
。
王
逸
聞
、
謝
去
也
」
。
五
臣

　
　
注
「
春
為
・
青
陽
ハ
告
レ
謝
為
春
終
一
也
。
痴
言
朱
明
っ
肇
始
也
。
始
授
謂
・
・
夏
初
也
」
）

「
玄
陰
」
は
、
冬
、
冬
の
気
。

　
　
む
　
　
　
む

　
○
玄
陰
凝
不
レ
昧
二
其
潔
噛
太
陽
曜
不
レ
固
－
其
節
・
（
『
文
選
』
巻
十
三
、
謝
男
連
「
雪
賦
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
赤
日
旱
天
毒
心
レ
雨
、
書
影
置
月
早
筆
レ
雷
（
『
白
菊
文
集
』
巻
五
十
八
・
b
。
Q
。
曾
、
「
題
一
平
泉
縁
家
黒
門
荘
」
。
『
千
載
佳
句
』
上
・

　
　
地
理
部
・
泉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
金
石
糸
竹
之
韻
、
清
－
脆
本
経
輔
車
終
～
賜
与
斉
秦
之
声
、
幽
二
黒
於
玄
陰
之
始
・
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
一
、
大
江
匡
房
「
落
葉

　
　
賦
」
）

「
肇
」
は
、
「
射
鑑
賦
」
の
重
臣
注
に
言
う
と
お
り
、
始
め
て
の
意
。
『
象
隷
万
象
名
義
』
（
第
五
）
・
『
新
撰
耳
鏡
』
（
巻
十
）
に
は
、
と
も

に
「
始
也
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
む

　
○
痒
序
肇
興
、
儀
形
・
国
冑
・
（
『
文
選
』
巻
六
十
、
任
彦
昇
「
斉
寛
陵
文
宣
王
行
状
」
）

「
風
雲
」
は
、
風
と
雲
。

　
　
　
　
　
キ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
○
珍
怪
麗
　
奇
隙
充
、
径
路
絶
風
雲
通
（
『
文
選
』
巻
五
、
左
熱
望
「
呉
都
賦
」
）

　
　
む
　
　
む

　
○
風
雲
易
ド
向
・
人
前
・
暮
い
歳
月
難
ド
従
．
一
老
底
・
還
h
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
歳
暮
、
惟
良
春
道
）

「
凝
」
は
、
こ
り
固
ま
っ
て
い
る
、
は
り
付
い
て
い
る
。
「
風
」
と
「
雲
」
に
「
寒
色
」
が
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
。
「
寒
色
」
が
く
っ
き
り

と
表
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
む
　
　
　
　
ロ
　
　
む

　
○
桑
柘
凝
・
寒
色
～
松
篁
暗
二
晩
暉
一
（
『
李
嬌
百
廿
詠
』
・
「
煙
」
）

　
　
　
む

　
○
紅
凝
舞
袖
急
、
黛
惨
歌
声
緩
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
二
・
悼
㊤
誤
、
「
山
遊
示
・
小
妓
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
む

　
○
玉
里
沈
レ
景
、
与
正
水
一
再
可
レ
鑑
、
金
波
凝
レ
色
、
混
・
細
浪
・
而
難
レ
分
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
、
三
善
清
行
「
八
月
十
五
夜
、
同
賦
・
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映
レ
池
秋
月
明
L
序
）

「
寒
色
」
は
、
寒
々
と
し
た
色
。
冬
ら
し
さ
を
示
す
色
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
毎
レ
看
．
風
霜
之
寒
色
一
画
レ
堪
・
．
幽
閑
之
虚
血
一
（
『
本
朝
文
鳥
』
巻
十
、
紀
長
谷
雄
「
九
日
後
朝
、
侍
－
宴
朱
雀
院
ハ
同
賦
．
二
秋
思
入
・

　
　
寒
松
℃
応
・
太
上
皇
製
・
」
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
O
栖
レ
葉
清
光
迎
レ
日
媚
、
封
レ
枝
寒
色
与
レ
雲
深
（
『
類
聚
句
題
抄
』
、
菅
野
名
明
「
山
明
望
．
亘
理
」
）

「
林
叢
」
は
、
草
木
の
茂
っ
た
と
こ
ろ
、
林
と
草
む
ら
、
藪
。

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヤ
シ
　
　
　
む
　
む

　
0
山
谷
為
レ
之
風
森
、
林
叢
為
レ
之
生
レ
塵
（
『
文
選
』
巻
八
、
楊
子
雲
「
羽
黒
賦
」
）

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
秋
過
物
色
変
・
・
林
叢
馬
興
味
自
催
在
此
中
一
（
『
江
善
部
集
』
巻
上
、
「
初
冬
感
興
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
台
殿
究
レ
巧
、
林
叢
説
レ
奇
（
『
扶
桑
古
文
集
』
、
藤
原
実
光
「
秋
日
侍
・
・
太
上
皇
仙
洞
噛
同
詠
菊
送
二
毎
秋
っ
応
レ
製
倭
歌
」
序
）

「
秋
栄
」
は
、
秋
の
花
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
オ
ホ
フ

　
○
涼
葉
照
沙
喚
内
秋
栄
冒
－
水
煎
・
（
『
文
選
』
巻
三
十
一
、
江
文
通
「
雑
体
詩
三
十
首
」
ノ
「
温
光
禄
自
記
荘
」
）

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
秋
浅
菊
難
レ
無
レ
発
レ
栄
、
意
蘭
衰
後
遂
彰
レ
貞
（
『
法
性
寺
殿
御
集
』
、
「
秋
怪
猫
・
貞
心
」
）

冬
に
な
っ
て
も
「
林
叢
」
に
は
秋
の
花
が
な
お
留
ま
っ
て
い
る
。
風
と
雲
に
は
「
寒
色
」
つ
ま
り
冬
の
色
が
窺
え
る
の
と
対
を
な
す
。

　
「
聖
上
」
は
、
天
皇
。
天
皇
は
白
河
天
皇
（
］
〇
五
三
～
一
一
二
九
。
在
位
は
一
〇
七
二
～
］
○
八
六
）
。
後
三
条
天
皇
の
第
一
皇
子
。

詳
は
貞
仁
。
こ
の
行
幸
の
時
は
、
即
位
四
年
後
。
『
拾
芥
抄
』
（
中
本
・
官
位
唐
名
部
）
に
、
「
帝
王
　
天
子
、
皇
帝
、
主
上
、
天
皇
…
…

む
　
　
　
む

聖
上
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
む
　
　
む

　
○
方
今
聖
上
、
同
・
夫
号
於
帝
皇
馬
掩
二
四
面
一
而
為
レ
家
（
『
文
選
』
巻
二
、
張
平
子
「
西
京
賦
」
）

　
　
む
　
　
　
む

　
○
聖
上
出
・
彼
九
重
之
城
閾
馬
幸
．
此
仙
洞
之
幽
奇
一
（
『
本
朝
続
文
金
』
巻
九
、
大
江
隆
兼
「
暮
春
於
－
秘
書
閣
↓
同
書
二
品
平
虫
表
ワ
貞

　
　
詩
」
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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一
〇

「
令
節
」
は
、
よ
き
時
節
、
佳
節
。

　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
偶
因
．
令
節
一
会
二
嘉
賓
へ
況
是
平
生
心
所
レ
親
（
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
六
・
。
。
怒
。
α
㊤
、
「
里
下
鄭
上
司
録
与
・
李
六
郎
中
日
寒
食
日
相
図

　
　
同
宴
見
占
贈
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
在
二
此
令
節
↓
縦
以
二
宴
遊
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
、
紀
長
谷
雄
「
九
日
侍
レ
宴
、
観
レ
賜
．
群
臣
菊
花
っ
応
レ
製
」
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
○
当
二
十
月
之
令
節
一
命
二
一
日
並
置
遊
．
（
『
扶
桑
古
文
集
』
、
大
江
匡
房
「
冬
日
同
詠
一
松
影
浮
ワ
水
。
応
太
上
皇
製
・
和
歌
」
序
）

「
薫
索
」
は
、
物
寂
し
い
さ
ま
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り

　
○
其
為
レ
状
也
、
散
漫
交
錯
、
氣
塩
瀟
索
（
『
文
選
』
巻
十
三
、
謝
恵
連
「
雪
景
」
）

　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
寒
林
薫
索
、
落
葉
輿
論
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、
慶
滋
保
胤
「
冬
日
於
極
楽
寺
禅
房
荒
江
賦
落
葉
声
如
レ
雨
」
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
子
壷
二
四
瀕
之
莫
宙
天
賞
・
三
秋
之
薫
索
・
也
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
明
衡
「
秋
夜
同
詠
・
．
華
菊
臨
レ
水
。
応
レ
教
和
歌
」
序
）

「
佳
境
」
は
、
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
、
風
情
あ
る
土
地
。

　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
O
洛
中
佳
境
応
レ
無
レ
限
、
若
欲
・
生
知
・
問
老
兄
．
（
『
平
氏
文
集
』
巻
六
十
九
・
。
。
α
諮
、
「
和
二
敏
中
洛
下
即
事
・
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
洛
陽
城
中
、
有
二
佳
境
’
（
『
本
朝
文
豆
』
巻
八
、
大
江
匡
衡
「
夏
日
陪
二
左
並
置
無
業
馬
同
賦
・
・
水
樹
多
佳
趣
っ
応
レ
教
」
序
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
『
江
吏
部
集
』
巻
上
は
、
「
勝
境
」
に
作
る
）

　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
○
天
下
佳
境
、
雍
州
為
レ
最
（
『
本
朝
続
文
面
』
巻
九
、
藤
原
敦
宗
「
初
冬
於
．
．
仙
院
書
閣
内
同
類
．
一
仙
洞
多
松
竹
詩
」
序
）

「
幽
深
」
は
、
奥
深
い
さ
ま
。

　
　
　
ダ
ト
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
O
活
計
縦
貧
長
浄
潔
、
池
亭
難
レ
小
心
幽
深
（
『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
七
・
卜
。
謡
①
、
「
偶
吟
二
首
」
ノ
ニ
）

　
　
ヲ
カ
　
ン
コ
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
干
－
宥
蒼
一
翼
独
秀
出
、
凝
積
翠
．
以
常
龍
田
（
『
経
国
集
』
巻
十
四
、
良
農
安
世
「
雑
言
奉
レ
和
．
太
上
天
皇
青
山
歌
」
）

　
○
人
者
誇
．
一
山
天
才
士
魂
攣
う
聖
者
三
値
地
勢
之
幽
深
　
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
斗
、
源
順
「
初
冬
過
．
源
才
子
文
芸
へ
同
音
紅
葉
・
」

　
　
序
）
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白
河
天
皇
は
、
よ
き
時
節
を
迎
え
て
佳
景
の
地
を
訪
れ
た
。

　
（
現
代
語
訳
）

秋
が
別
れ
を
告
げ
て
、
冬
が
や
っ
て
来
た
。
風
と
雲
に
は
寒
々
と
し
た
色
が
く
っ
き
り
と
現
れ
て
お
り
、
林
や
草
む
ら
に
は
秋
の
花

が
留
ま
っ
て
い
る
。
主
上
は
、
よ
き
季
節
の
も
の
寂
し
げ
な
時
に
当
た
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
景
色
の
所
の
奥
深
さ
を
訪
ね
て
行
か
れ

る
。

鈴木　徳男　北山　円正

（2）

く
わ
ん
ば
く
ざ
じ
ょ
う
し
や
う
お
ほ
　
い
　
　
つ
た
き
　
て
ん
か
し
よ
う
ち
　
お
ほ
る
が
は
す
　
な
　
じ
ゃ
う
ち
ゅ
う
め
い
く
　
い
ま
さ
が
の

関
白
左
丞
相
に
命
せ
て
曰
は
く
、
「
伝
へ
聞
く
、
天
下
の
勝
地
は
、
大
井
河
に
過
ぐ
る
莫
く
、
城
中
の
耳
蝉
は
、
未
だ
嵯
峨
野

　
し
　
　
　
　
　
し
ば
　
　

い
っ
て
う
　

よ
か
　
じ
よ
う
　
　
　

し
め
ん
　
て
う
り
ん
　
も
は
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
か
ん
あ
　
　

い
へ
ど
　

く
わ
う
ら
く
　

い
か

に
若
か
ず
と
。
暫
ら
く
一
朝
の
余
暇
に
乗
じ
て
、
四
面
の
再
臨
を
専
ら
に
せ
む
と
す
。
前
鑑
有
り
と
難
も
、
荒
楽
を
奈
何
に
せ
む
」

と
い
ふ
。

　
天
皇
が
関
白
左
大
臣
藤
原
師
実
に
対
し
て
、
大
井
河
・
嵯
峨
野
へ
の
出
遊
を
希
望
す
る
も
の
の
、
浪
費
に
走
り
遊
楽
に
耽
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
を
告
白
し
て
い
る
。
「
命
」
は
、
お
お
せ
に
な
る
。
「
関
白
」
は
、
天
皇
を
補
佐
し
て
す
べ
て
の
政
務
を
執
り
行
う
官
職
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

「
左
丞
相
」
は
、
左
大
臣
。
『
拾
介
抄
』
（
中
本
・
官
位
唐
名
部
）
に
、
「
左
大
臣
　
左
丞
相
、
左
僕
射
、
左
府
」
と
あ
る
。
職
掌
は
右
大
臣

に
同
じ
。
先
の
亡
師
房
の
位
署
「
右
大
臣
」
参
照
。
大
井
河
行
幸
が
あ
っ
た
承
保
三
年
十
月
に
お
け
る
「
関
白
左
丞
相
」
は
、
藤
原
理
解

（一

Z
四
ニ
ー
＝
〇
一
）
。
師
実
の
関
白
と
左
大
臣
の
補
任
は
、
そ
れ
ぞ
れ
承
保
二
年
・
延
久
元
（
一
〇
六
九
）
年
（
『
公
卿
補
任
』
）
。

「
伝
聞
」
は
、
伝
え
聞
く
、
耳
に
す
る
。
こ
の
語
か
ら
「
奈
．
尭
楽
．
何
」
ま
で
が
天
皇
の
言
葉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
鄙
生
生
二
乎
三
百
之
外
噛
伝
－
聞
於
未
レ
聞
聾
者
・
（
『
文
選
』
巻
二
、
張
平
子
「
西
京
賦
」
）

　
　
む
　
　
　
ロ

　
○
伝
聞
魯
人
浮
二
東
海
へ
見
屋
並
尼
及
七
十
子
遊
・
海
中
．
（
『
本
朝
文
型
』
巻
九
、
大
江
澄
明
「
仲
春
釈
奨
、
聴
レ
講
・
・
古
文
歯
面
、
同
賦
二
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二

　
　
夙
夜
匪
レ
慨
」
序
）

「
天
下
」
は
、
一
国
の
う
ち
、
国
中
。

　
　
　
　
リ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ボ
ル
ハ

　
○
盟
唐
天
下
険
、
夜
上
　
信
難
哉
（
『
白
氏
文
集
』
巻
十
八
・
旨
O
O
、
「
夜
中
一
盟
唐
峡
．
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
雲
林
院
西
洞
、
天
下
霊
地
也
（
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、
源
道
済
「
冬
日
於
・
雲
林
院
西
洞
ハ
同
賦
．
公
爵
少
二
人
事
・
詩
」
序
）

「
勝
地
」
は
、
景
勝
の
地
、
風
景
の
す
ぐ
れ
た
土
地
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
コ
ト
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
頭
陀
寺
者
…
…
信
楚
都
之
勝
地
也
（
『
文
選
』
巻
五
十
九
、
津
蟹
棲
「
頭
陀
寺
碑
文
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
歳
光
時
物
、
好
レ
事
者
自
記
可
レ
憐
、
勝
地
良
器
、
相
遇
継
馬
而
忘
レ
返
（
『
朔
風
藻
』
、
下
毛
野
虫
麻
呂
「
秋
日
社
長
隠
宅
馬
宴
二
新

　
　
羅
客
己
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
○
恋
二
尊
閤
之
遺
徳
へ
慕
－
勝
地
之
旧
遊
・
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
、
古
楽
「
秋
日
遊
白
河
院
馬
同
賦
・
秋
花
逐
レ
露
量
・
」
序
）

「
莫
レ
過
二
大
井
河
」
は
、
大
井
河
に
ま
さ
る
地
は
な
い
の
意
。
「
城
中
」
は
、
京
城
の
う
ち
、
洛
中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
〇
二
月
置
皐
春
草
浅
、
千
乗
犯
レ
暁
出
城
中
・
（
『
凌
雲
集
』
、
淳
和
天
皇
「
奉
レ
和
一
春
日
遊
猟
、
日
暮
宿
・
江
頭
亭
子
っ
応
レ
製
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
色
品
二
常
花
内
艶
勝
他
樹
っ
馬
繋
城
中
第
一
者
耶
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
篤
茂
「
仲
春
於
・
左
武
衛
将
軍
謳
う
黒
垂
二
雨
来
花

　
　
自
湿
・
」
序
）

「
名
区
」
は
、
名
勝
の
地
、
名
所
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
惟
此
名
区
、
禅
慧
仮
レ
託
（
『
文
選
』
巻
五
十
九
、
三
岳
棲
「
頭
陀
寺
碑
文
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
鳥
羽
勝
境
者
、
象
病
名
区
也
（
『
扶
桑
古
文
集
』
、
藤
原
宗
兼
「
春
日
於
・
鳥
羽
院
直
会
へ
同
柱
松
為
二
久
友
一
和
歌
」
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
誠
論
意
下
之
勝
境
、
象
外
之
名
士
也
（
『
本
朝
続
文
理
』
巻
九
、
藤
原
実
綱
「
暮
春
侍
行
一
．
幸
白
河
院
ハ
同
賦
・
挙
上
落
花
軽
っ
応
レ

　
　
製
詩
」
序
）

「
嵯
峨
野
」
は
、
山
城
国
葛
野
郡
の
平
安
京
西
北
郊
の
丘
陵
地
。
貴
族
ら
の
遊
覧
の
地
で
あ
り
、
別
業
が
数
多
く
営
ま
れ
た
。
詩
題
に
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む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む

は
、
「
嵯
峨
野
乱
費
」
（
『
江
吏
部
集
』
巻
上
。
『
和
漢
兼
作
集
』
巻
雲
、
藤
原
為
時
）
、
歌
題
に
は
、
藤
原
国
津
「
秋
日
於
一
嵯
峨
野
内
濠
．
．

虫
声
・
和
歌
」
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
）
な
ど
と
見
え
る
。

　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
○
嵯
峨
野
亭
、
其
地
勝
絶
、
甲
於
城
外
之
山
庄
．
（
『
雲
州
往
来
』
中
本
）

　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
嵯
峨
野
之
花
、
大
井
河
之
月
、
尤
可
レ
被
－
賞
翫
一
歎
（
同
中
末
）

「
未
レ
若
－
嵯
峨
野
」
は
、
嵯
峨
野
に
及
ぶ
所
は
な
い
の
意
。

　
「
乗
・
一
朝
之
余
暇
」
は
、
あ
る
一
日
の
休
み
を
利
用
し
て
の
意
。
「
乗
」
は
、
こ
こ
で
は
…
…
を
使
っ
て
、
利
用
し
て
の
意
。

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

　
○
錆
レ
憂
乗
・
・
暇
日
馬
誰
識
仲
宣
才
（
『
李
嬌
百
廿
詠
』
、
「
楼
」
）

　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　

　
○
柳
乗
．
休
仮
景
噛
入
レ
苑
望
・
青
陽
・
（
『
懐
風
藻
』
、
葛
野
王
「
春
日
三
富
梅
．
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
当
・
．
三
月
之
閏
余
、
乗
・
五
日
之
休
暇
・
（
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、
大
江
謡
言
「
三
月
尽
日
、
陪
－
吉
祥
院
聖
廟
～
同
賦
二
古
廟
春
方

　
　
暮
っ
各
分
レ
字
詩
」
序
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
）

コ
朝
」
は
、
あ
る
日
。

　
〇
一
朝
得
レ
謁
大
明
宮
、
歓
呼
拝
舞
自
論
レ
功
（
『
白
氏
文
集
』
巻
三
・
O
置
O
、
「
馴
犀
」
）

　
　
む
　
　
　
む

　
〇
一
朝
焼
滅
旧
経
営
、
苦
問
遺
孤
何
処
行
（
『
菅
家
文
草
』
巻
二
、
「
路
次
観
涼
相
公
旧
宅
・
有
レ
感
」
）

「
余
暇
」
は
、
休
暇
、
休
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
飽
レ
餐
侃
曇
起
、
余
暇
弄
．
亀
児
　
（
『
白
氏
文
集
』
巻
十
六
・
O
り
ト
。
O
、
「
官
舎
閑
題
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
サ
ニ

　
○
寛
平
聖
主
、
萬
機
余
暇
、
挙
レ
宮
而
方
有
レ
事
レ
合
レ
歌
（
『
新
撰
万
葉
集
』
巻
上
・
序
）

　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
乗
・
・
閏
月
自
余
鞍
馬
策
・
浮
雲
・
而
放
遊
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
実
範
「
殿
上
花
見
」
和
歌
序
。
『
朝
野
群
載
』
巻
こ

「
専
・
・
四
面
之
眺
臨
．
」
は
、
ひ
た
す
ら
周
囲
を
眺
望
す
る
の
意
。
「
専
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
…
…
す
る
。
…
…
ば
か
り
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
「
自
レ
到
・
郡
斎
由
僅
経
旬
日
、
方
専
－
公
務
↓
未
レ
二
一
．
宴
遊
・
…
…
」
（
『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
四
・
b
。
艀
b
。
b
。
、
詩
題
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
三
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一
四

　
　
　
　
　
　

　
○
花
序
昔
専
蘭
省
侍
、
姻
波
今
累
竹
劇
中
（
『
田
氏
家
集
』
巻
之
上
、
「
奉
レ
饅
二
紀
大
夫
斗
出
刺
レ
肥
、
柳
因
・
詩
酒
っ
各
車
・
・
一
字
内
得
レ

　
　
行
」
）

「
四
面
」
は
、
あ
た
り
一
帯
、
周
囲
、
四
方
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
ノ
ゴ
ト
ク

　
○
群
底
如
二
蝟
毛
ハ
而
起
四
面
へ
雨
　
射
・
・
城
中
・
（
『
文
選
』
巻
五
十
七
、
播
安
仁
「
馬
野
鼠
謙
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ロ

　
○
銭
塘
湖
上
白
沙
頭
、
四
面
荘
荘
楼
殿
幽
（
『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、
藤
原
公
任
「
同
二
諸
知
己
銭
塘
水
心
寺
之
作
」
）

「
眺
臨
」
は
、
風
景
を
眺
め
る
こ
と
、
眺
望
。
「
臨
眺
」
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
○
即
レ
事
既
多
レ
美
、
臨
眺
殊
復
奇
（
『
文
選
』
巻
二
十
二
、
沈
休
文
「
外
山
詩
、
応
二
西
陽
王
教
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
従
来
多
古
意
ハ
臨
眺
独
躊
躇
（
盛
唐
杜
甫
「
登
⊥
党
州
城
楼
」
）

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
薫
寺
上
方
好
二
眺
悪
馬
人
身
自
隔
動
・
春
心
・
（
『
中
右
記
部
類
』
巻
線
紙
背
漢
詩
、
藤
原
挙
動
「
春
日
遊
・
長
楽
寺
・
即
事
」
）

右
の
第
二
・
三
例
の
よ
う
に
、
高
い
と
こ
ろ
が
ら
眺
め
る
意
の
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
は
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
た
ん
に
眺
め
渡
す
と
解

し
て
お
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
「
秋
夕
南
池
亭
子
臨
眺
」
（
『
文
華
秀
麗
集
』
巻
上
、
大
伴
親
王
（
淳
和
天
皇
）
、
詩
題
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
○
従
レ
ト
主
ロ
盧
一
好
甘
薯
臨
～
地
形
卑
湿
一
今
林
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
二
、
藤
原
敦
基
「
有
二
田
家
。
主
客
会
談
、
恣
以
翠
玉
…
…
」
）

白
河
天
皇
は
、
万
機
の
余
財
の
一
日
、
景
勝
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る
大
井
河
・
嵯
峨
野
へ
の
遊
覧
を
望
ん
で
い
た
。

　
「
前
鑑
」
は
、
先
人
の
残
し
た
手
本
、
先
人
の
失
敗
に
基
づ
く
戒
め
。

　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
此
皆
前
鑑
之
験
、
後
事
之
師
也
（
『
文
選
』
巻
四
十
三
、
孫
子
荊
「
為
右
仲
南
三
二
．
．
愚
女
・
書
」
）

　
　
む
　
　
　
む

　
○
前
側
不
レ
遠
、
覆
車
継
レ
軌
（
同
巻
五
十
三
、
李
薫
遠
「
運
命
論
」
。
李
善
注
「
毛
計
上
、
股
僧
号
レ
遠
。
曇
子
春
秋
、
当
日
、
前
車

　
　
覆
、
後
車
戒
」
）

　
　
む
　
　
　
む

　
○
前
鑑
不
レ
遠
、
後
悔
可
レ
思
（
『
本
朝
文
官
』
巻
上
、
大
江
匡
衡
「
入
道
大
相
国
、
謝
・
官
文
書
内
覧
・
表
」
）
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「
奈
何
」
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
扱
い
に
苦
慮
す
る
さ
ま
を
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
少
壮
幾
時
分
奈
レ
老
何
（
『
文
選
』
巻
四
十
五
、
漢
武
帝
「
秋
風
辞
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り

　
○
明
．
其
無
レ
好
客
何
内
局
・
其
不
レ
由
．
智
力
．
（
同
巻
五
十
四
、
劉
孝
標
「
弁
命
論
」
。
晶
晶
注
「
荘
子
日
、
知
レ
不
レ
可
．
奈
何
ハ
而
安
レ

　
　
シ
タ
ガ
フ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ク
ス
ル
ナ
リ

　
　
之
若
レ
命
、
唯
有
徳
者
能
之
　
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
於
レ
此
世
不
レ
勉
、
其
奈
・
・
後
悔
一
二
（
『
本
朝
文
面
』
巻
十
、
紀
斉
名
「
暮
春
勧
学
会
、
聴
レ
講
．
法
華
経
内
同
賦
レ
摂
二
念
山
林
．
」
序
）

「
荒
楽
」
は
、
気
ま
ま
な
遊
び
に
耽
る
、
放
将
な
遊
楽
に
走
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
白
雲
黄
竹
歌
声
動
、
一
人
荒
楽
萬
人
愁
（
『
白
氏
文
集
』
巻
四
・
O
目
α
O
、
「
八
浮
図
」
）

右
の
白
詩
は
、
周
の
穆
王
が
八
頭
の
駿
馬
を
駆
っ
て
思
う
が
ま
ま
に
遊
び
回
っ
た
た
め
に
、
民
が
愁
え
た
例
を
引
い
て
、
天
子
へ
の
戒
め

と
し
て
い
る
。
そ
の
穆
王
の
逸
遊
を
「
軍
楽
」
と
呼
ん
で
い
る
。
白
河
天
皇
は
、
行
幸
が
二
王
の
「
荒
楽
」
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
、
危
惧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
幸
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
、
華
美
奢
修
に
も
向
か
い
か
ね
な
い
。
勝
地
へ
の
遊
覧
を

望
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
天
子
と
し
て
の
配
慮
か
ら
、
逡
巡
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
民
の
財
産
・
労
力
を
消
費
す
る
の
を
惜

し
ん
で
、
行
幸
を
控
え
る
天
子
の
深
慮
を
称
え
た
、
同
じ
く
新
楽
府
の
「
騒
気
高
」
（
巻
四
・
O
犀
α
）
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
「
難
レ
有
・
・
前
鑑
価
奈
－
五
五
何
」
は
、
関
白
左
大
臣
藤
原
師
実
や
他
の
臣
下
へ
の
問
い
掛
け
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
ら
へ
の
問
い
で

も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
（
現
代
語
訳
）

帝
が
関
白
左
大
臣
藤
原
師
実
に
仰
せ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
「
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
国
中
の
景
勝
の
地
で
は
、
大
井
河
に
ま

さ
る
所
は
な
く
、
京
城
の
名
所
も
、
嵯
峨
野
に
は
及
ば
な
い
と
の
こ
と
。
し
ば
し
一
日
の
余
暇
を
利
用
し
て
、
か
の
地
の
周
囲
の
眺

め
を
存
分
に
味
わ
い
た
い
も
の
だ
。
た
だ
先
人
の
戒
め
が
あ
っ
て
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
天
子
の
行
幸
は
過
度
な

一
五
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（3）

遊
楽
に
な
り
が
ち
な
の
を
ど
う
し
た
ら
良
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

轄
製
だ
郵
ら
ざ
る
に
・
臥
虚
ふ
る
こ
と
嬬
ん
ず
る
が
費
し
・
識
轄
が
露
の
避
び
、
農
鶴
㍊
野
烏

　
　
た
れ
　
　
く
わ
う
ら
く
　
　

い
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ぐ
う
　
　
や
ま
べ
　
　
　
し
　
　
　
　
は
う
し
う
　
　
か
じ
ゃ
う
　
　
よ
そ

も
、
誰
か
荒
楽
と
言
は
む
。
請
ふ
ら
く
は
行
宮
を
山
辺
に
占
め
、
方
舟
を
河
上
に
礒
は
む
こ
と
を
」
と
い
ふ
。

　
こ
こ
　
　
　
あ

し
斯
に
在
る
な
り
。

六
と
も
　
　
て
ん
し
ゃ
う
　
　
の

皆
に
典
章
に
載
る

こ
ん
に
ち
　

り
や
う
え
ん
　
　
け
だ

今
日
の
野
宴
、
蓋

白
河
天
皇
の
心
配
に
対
し
て
、
先
例
を
挙
げ
て
放
将
な
遊
び
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
不
安
を
打
ち
消
す
。
そ
し
て
そ
の
宴
の
良

さ
を
強
調
す
る
。
「
勅
命
」
は
、
天
皇
の
下
す
命
令
。
こ
こ
は
帝
の
言
葉
の
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
公
家
之
准
二
斎
会
一
也
、
忽
降
・
・
鳳
衙
之
勅
A
眼
皇
后
之
臨
尭
転
帰
、
暫
移
－
椒
披
之
尊
儀
．
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
二
、
藤
原
実

　
　
綱
「
法
成
寺
塔
供
養
願
文
」
）

「
未
レ
畢
」
は
、
天
皇
の
言
葉
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
。
「
臣
」
は
、
天
子
に
対
し
て
臣
下
が
へ
り
下
っ
て
自
分
自
身
を
呼
ぶ
語
。
こ

こ
で
は
、
和
歌
序
の
作
者
源
師
房
。

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
先
帝
知
．
臣
謹
慎
ゆ
故
臨
レ
崩
寄
レ
臣
以
・
・
大
事
・
也
（
『
文
選
』
巻
三
十
七
、
諸
葛
孔
明
「
出
師
表
」
）

　
　
む

　
O
臣
恭
非
．
鴻
オ
へ
誤
奉
．
鳳
梨
・
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
、
大
江
朝
綱
「
早
春
侍
・
．
内
宴
う
同
賦
払
添
筆
難
事
っ
応
レ
製
」
詩
序
）

「
臣
応
如
レ
先
」
は
、
自
分
は
天
皇
が
し
ゃ
べ
り
終
わ
る
前
に
答
え
た
と
い
う
こ
と
。
「
黄
軒
洞
庭
之
遊
」
以
下
「
犠
．
方
舟
於
河
上
」
ま

で
が
、
天
皇
か
ら
の
問
い
掛
け
に
対
す
る
師
房
の
答
え
。

　
「
黄
軒
」
は
、
黄
帝
軒
韓
氏
の
略
。
中
国
太
古
の
伝
説
上
の
帝
王
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
シ
ク
ス
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
0
改
レ
奢
即
レ
倹
、
富
合
－
美
乎
斯
干
～
口
封
降
禅
、
則
斉
．
・
徳
乎
黄
軒
・
（
『
文
選
』
膝
掛
、
張
平
子
「
東
京
賦
」
。
醇
綜
注
「
言
光
武

　
　
登
．
上
泰
山
へ
下
・
禅
梁
父
へ
則
与
．
黄
帝
軒
韓
隔
斉
・
其
功
徳
・
」
）
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○
仰
．
玄
鑑
以
来
砥
、
、
望
・
飾
軒
之
往
駕
．
（
『
菅
家
文
草
』
巻
七
、
「
未
レ
自
求
レ
意
見
」
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
こ

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　

　
○
黄
軒
膚
レ
籔
、
盛
岡
得
・
希
世
之
六
出
夏
禺
受
レ
図
、
涯
重
事
．
佳
土
之
貢
　
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
三
、
藤
原
敦
光
「
得
．
宝
珠
．
」
策

　
　
問
）

「
洞
庭
之
遊
」
は
、
黄
帝
が
洞
庭
の
野
で
成
池
の
楽
を
奏
し
た
遊
び
を
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ハ
リ
ニ

　
○
荘
子
日
…
…
又
日
、
北
門
成
問
．
黄
帝
．
日
、
帝
張
．
．
威
池
之
楽
於
洞
庭
之
野
へ
吾
始
聞
之
而
催
、
後
聞
之
而
怠
、
卒
聞
之
青
雲
、
蕩

　
　
蕩
黙
黙
、
乃
不
・
自
得
・
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
⊥
ハ
・
地
部
・
野
）

　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
○
洞
転
転
レ
楽
地
、
瀟
湘
判
子
遊
（
『
文
選
』
巻
二
十
、
謝
玄
暉
「
二
野
薫
別
．
．
萢
零
陵
詩
」
。
五
雲
注
「
洞
庭
山
名
。
黄
帝
奏
二
成
池
之

　
　
楽
於
上
・
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
○
鳳
管
鳳
絃
寺
運
、
雅
音
疑
－
黄
軒
之
張
洞
野
冊
画
龍
画
鶴
受
腰
、
徳
彩
嘲
・
罪
証
之
乏
・
寺
池
・
（
『
本
朝
続
文
型
』
巻
九
、
藤
原
義

　
　
忠
「
暮
春
侍
レ
宴
、
同
賦
花
樹
逡
池
岸
っ
応
レ
製
詩
」
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
巌
前
木
落
商
風
琴
、
謹
上
花
開
楚
水
清
。
青
草
旧
名
遺
レ
岸
色
、
黄
軒
古
楽
寄
レ
昇
華
　
　
天
暦
御
屏
風
詩
　
菅
三
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ロ
　
む
　
む

　
　
　
汐
時
郭
者
伝
、
作
者
以
此
句
心
レ
入
為
レ
愁
。
判
者
重
着
日
、
黄
帝
張
．
楽
於
洞
庭
母
野
℃
尤
是
斜
文
第
一
、
道
面
レ
詩
。
作
者
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
之
弥
久
愁
。
後
代
臨
終
車
立
－
怨
詞
一
云
々
。
又
故
大
府
富
江
匡
衡
云
、
坤
元
録
屏
風
洞
庭
詩
海
黄
軒
古
楽
之
句
、
維
時
難
云
、
如
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
荘
子
成
英
疏
・
之
、
天
地
之
間
、
有
・
洞
庭
之
野
ゆ
非
二
大
湖
面
洞
庭
・
云
々
、
此
難
頗
強
難
歎
。
文
章
有
レ
所
レ
異
事
。
或
人
間
云
、

　
　
　
件
事
以
其
華
言
詩
詞
・
為
・
難
歎
。
被
・
答
日
、
此
為
憲
案
僻
事
。
注
・
・
千
載
佳
句
注
・
也
。
非
・
件
義
っ
ロ
ハ
非
．
大
湖
之
洞
庭
之
義
一

　
　
　
也
（
『
江
談
抄
』
第
四
）

「
洞
庭
」
は
、
『
文
選
』
の
五
聖
注
と
『
江
談
抄
』
に
い
う
と
お
り
、
湖
の
名
前
で
は
な
く
、
天
地
の
間
に
あ
る
と
い
う
山
の
名
。
黄
帝
が

音
楽
を
奏
し
た
地
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
「
夏
后
」
は
、
中
国
太
古
の
帝
王
の
二
王
。
夏
禺
。
夏
王
朝
を
開
い
た
。
「
后
」
は
、
き

み
、
天
子
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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源師房「初冬唇従行幸、遊覧大井河。応製和歌」序注（上）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　

○
昔
者
夏
重
氏
、
朝
二
群
臣
於
菰
土
噛
而
執
・
玉
吊
・
玉
無
萬
国
（
『
文
選
』
巻
五
、
左
手
沖
「
呉
都
賦
」
。
拝
撃
細
注
「
左
伝
日
、
禺
会
・
・

　
　
諸
侯
於
塗
山
ハ
執
主
吊
・
而
朝
者
萬
国
」
）

　
　
む
　
　
　
む

○
夏
導
入
レ
家
、
子
男
断
レ
足
之
結
合
レ
契
、
呉
王
譲
レ
国
、
兄
弟
晦
レ
身
之
田
島
レ
符
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
、
藤
原
博
文
「
論
一
運
命
」

　
　
策
問
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ロ

　
○
彼
軒
皇
之
称
二
上
徳
一
焉
、
熊
山
之
風
南
暖
、
音
量
富
麗
－
地
宜
一
　
、
龍
門
之
月
西
低
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
二
、
藤
原
敦
光
「
鳥

　
　
羽
院
参
二
御
熊
野
山
・
願
文
」
）

「
会
稽
之
会
」
は
、
禺
が
会
稽
の
塗
山
に
諸
侯
を
会
せ
し
め
た
故
事
を
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
○
孔
子
銀
漏
日
、
禺
会
・
諸
侯
於
下
山
馬
防
重
氏
後
車
、
禺
数
之
、
其
骨
専
レ
車
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
・
山
部
下
・
会
稽
諸
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ク
ム
　
　
　
　
　
イ
ツ
ハ
ル
ヲ

　
O
朝
早
行
二
条
湯
谷
一
分
、
従
－
伯
五
色
稽
山
へ
嘉
群
神
之
執
レ
高
分
、
疾
’
防
風
之
食
レ
言
（
『
文
選
』
巻
十
五
、
張
平
子
「
思
玄
賦
」
）

「
皆
」
は
、
と
も
に
の
意
。
黄
帝
の
遊
び
と
禺
の
集
い
を
指
す
。
「
典
章
」
は
、
お
き
て
、
規
則
。
天
子
の
な
す
べ
き
事
柄
を
記
し
た
書
物

で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
た
ん
に
典
籍
・
書
物
の
意
に
用
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
錐
三
明
珠
兼
レ
寸
、
尺
壁
土
レ
盈
、
曜
レ
車
二
六
、
三
型
－
五
城
、
未
レ
若
ド
申
二
錫
典
章
．
二
軍
占
遠
雷
（
『
文
選
』
巻
六
、
左
太
沖
「
魏
都

　
　
賦
」
）

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
O
宜
下
稽
一
之
典
章
う
莫
占
処
・
疎
隔
・
（
『
本
朝
文
粋
』
二
十
二
、
菅
原
淳
茂
「
大
宰
答
二
新
羅
一
返
牒
」
）

「
荒
業
」
は
、
㈹
に
「
奈
二
荒
楽
一
何
」
と
あ
る
。
こ
の
言
句
は
、
黄
帝
の
遊
び
と
禺
の
集
ま
り
を
、
だ
れ
も
気
ま
ま
な
遊
楽
だ
と
非
難
し

て
は
い
な
い
と
、
天
皇
の
危
惧
を
打
ち
消
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
「
請
」
以
下
の
二
句
は
、
「
臣
」
聴
官
の
希
望
を
述
べ
て
い
る
。
「
行
宮
」
は
、
底
本
が
「
行
官
」
に
作
る
の
を
、
（
蓬
）
（
版
）
に
よ
っ

て
改
め
た
。
「
行
宮
」
は
、
天
皇
が
行
幸
す
る
時
に
、
仮
に
設
け
る
住
居
。
仮
宮
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
置
碁
）
の
訓
に
は
、

「
カ
リ
ミ
ヤ
」
と
あ
る
。
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イ
ヅ
ク
ン
ゾ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
○
鳥
策
窒
素
、
玉
敷
首
記
、
立
聞
梁
混
有
．
・
本
方
之
館
、
行
宮
之
基
一
歎
（
『
文
選
』
巻
五
、
左
太
沖
「
呉
都
下
」
。
事
解
注
「
天
子

　
　
行
所
レ
立
、
名
日
・
・
行
宮
・
」
）

　
　
　
む
　
　
　
ロ

　
○
行
宮
見
レ
月
傷
心
色
、
夜
雨
聞
レ
鈴
過
断
声
（
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
・
O
α
㊤
①
、
「
長
恨
歌
」
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
恋
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
魏
両
主
之
遊
事
河
～
月
虹
二
行
宮
土
地
噛
唐
二
帝
野
宴
・
・
前
殿
～
燈
残
余
郷
音
錘
・
（
『
本
朝
続
文
旦
』
巻
九
、
大
江
言
論
「
早
夏

　
　
陪
三
行
二
幸
太
上
皇
城
南
水
閣
～
同
賦
・
一
松
樹
臨
・
池
水
っ
応
レ
製
詩
」
序
）

・
「
山
辺
」
は
、
山
の
ほ
と
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
千
花
苑
外
紹
芳
暖
、
一
鳥
山
辺
翠
色
寒
（
『
千
載
佳
句
』
上
・
四
時
部
・
春
興
、
解
叔
禄
「
長
安
登
望
」
）

　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
○
影
映
山
辺
水
、
枝
凋
暁
後
霜
（
『
菅
家
文
草
』
単
二
、
「
晩
秋
二
十
詠
」
ノ
「
黄
葉
」
）

「
礒
」
は
、
船
を
整
え
て
漕
ぎ
出
そ
う
と
す
る
、
舟
の
準
備
を
す
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
流
下
本
）
の
訓
に
「
フ
ナ
ヨ
ソ
ヒ
」

が
あ
る
。

　
　
ト
ド
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
○
弼
一
節
羅
潭
噛
礒
舟
泪
渚
・
（
『
文
選
』
巻
六
十
、
顔
延
年
「
祭
二
屈
原
一
文
」
。
如
暑
寒
「
南
方
人
謂
、
整
レ
肛
向
レ
岸
日
レ
礒
」
）

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
ム

　
○
礒
レ
適
者
摂
州
刺
史
、
尽
・
・
水
陸
之
珍
．
（
『
警
吏
部
集
』
豊
中
、
「
暮
秋
澄
－
大
井
河
馬
各
言
レ
所
レ
懐
和
歌
序
」
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
十

　
　
　
こ

「
方
舟
」
は
、
並
べ
た
舟
。
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
舟
。
「
方
」
は
、
な
ら
べ
る
。
『
新
撰
字
母
』
（
言
言
）
に
は
、
「
□
並
也
」
と
あ
る
。
観
智

院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
僧
中
）
の
訓
に
「
ナ
ラ
ブ
」
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
○
水
浮
陸
行
、
方
レ
舟
結
レ
駆
（
『
文
選
』
巻
五
、
左
太
沖
「
呉
都
賦
」
。
五
臣
注
「
方
・
舟
、
並
・
舟
也
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
○
城
西
勝
境
一
相
尋
、
水
上
方
レ
舟
血
豆
レ
心
（
『
本
朝
無
題
詩
』
巻
七
、
藤
原
明
車
「
初
冬
遊
・
浸
西
河
・
」
）

「
河
上
」
は
、
川
の
ほ
と
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
○
萢
姦
収
．
責
勾
践
ハ
乗
二
扁
舟
於
五
湖
ハ
答
犯
三
二
罪
文
公
～
亦
逡
－
巡
於
河
上
・
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
述
懐
、
後
漢
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　

　
○
小
蔵
山
下
、
大
堰
河
上
（
『
本
朝
蓄
財
』
巻
十
一
、
源
道
済
「
初
冬
迂
・
．
大
井
河
馬
詠
．
・
紅
葉
萱
花
・
和
歌
序
」
）

師
房
が
望
ん
だ
の
は
、
山
の
近
く
に
行
在
所
を
設
け
、
並
べ
た
舟
を
川
の
ほ
と
り
に
用
意
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
程
度
で
あ
れ
ば
、

「
荒
楽
」
つ
ま
り
特
別
豪
奢
な
設
え
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
良
宴
」
は
、
す
ば
ら
し
い
宴
。

　
　
　
　
む
　
む
　
　

　
○
今
日
良
宴
会
、
歓
楽
難
亘
ハ
陳
・
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
、
「
古
詩
一
十
九
首
」
ノ
四
）

　
　
む
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
ム

　
0
良
宴
旨
趣
、
恩
姫
宮
レ
斯
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、
大
江
基
軸
「
晩
春
陪
二
上
州
大
王
臨
水
閣
噛
同
旨
香
住
花
難
レ
識
。
応
レ
教
」
序
）

　
　
　
　
ホ

「
蓋
在
子
斯
一
也
」
の
「
斯
」
を
、
底
本
が
「
期
」
に
作
る
の
を
（
版
）
に
よ
っ
て
改
め
た
。
こ
の
句
は
、
師
房
の
そ
の
日
の
宴
に
つ
い

て
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
。
宴
会
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
「
心
墨
」
を
捨
て
去
っ
た
用
意
の
つ
ま
し
さ
に
あ
る
の
だ
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
○
以
珍
貨
・
供
養
、
以
二
詩
篇
・
讃
揚
。
今
夜
之
庚
申
、
蓋
在
レ
斯
而
已
（
『
江
吏
部
集
』
巻
上
、
「
夏
濃
墨
二
樹
相
府
池
⊥
口
『
守
．
庚
申
馬

　
　
同
賦
池
清
知
雨
晴
℃
応
レ
教
」
詩
序
）

　
（
現
代
語
訳
）

帝
の
仰
せ
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
私
は
先
ん
じ
て
申
し
上
げ
た
。
「
黄
帝
の
洞
庭
の
野
に
お
け
る
奏
楽
の
遊
び
や
、
夏
の
禺

の
会
稽
で
の
集
ま
り
は
、
と
も
に
天
子
の
な
す
べ
き
事
柄
を
記
し
た
書
物
に
載
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
だ
れ
が
こ
れ
を
荒
畠
だ
な
ど

と
言
う
で
し
ょ
う
か
。
仮
宮
を
山
の
ほ
と
り
に
設
け
、
繋
い
で
並
べ
た
舟
を
河
畔
に
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
と
う
存
じ
ま
す
」
と
。

本
日
の
宴
の
す
ば
ら
し
さ
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
倹
し
さ
に
あ
る
の
だ
。
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